
環境局発注の物品供給等契約案件における随意契約（特名随意契約）の結果について（少額随意契約を除く）

No. 案件名称 契約の種類 契約の相手方
契約金額
(円）税込

契約日 WTO 随意契約理由 備考

1 住之江工場有害ガス処理設備修繕 産業用機器 倉敷紡績㈱ 1,466,850 平成25年4月8日 －
その性質又は目的が

競争入札に適しないもの

2
大正工場２号ろ過式集じん器下部搬送コンベ
ヤ緊急修繕

産業用機器 日立造船㈱ 1,165,500 平成25年5月10日 －
その性質又は目的が

競争入札に適しないもの
緊急の必要によるもの

3 大正工場破砕施設剪断式破砕機刃物修繕 産業用機器 ㈱タクマ 1,722,000 平成25年5月14日 －
その性質又は目的が

競争入札に適しないもの

4 平野工場２号炉灰出しコンベア外緊急修繕 産業用機器
ＪＦＥエンジニア

リング㈱
1,963,500 平成25年6月10日 －

その性質又は目的が
競争入札に適しないもの
緊急の必要によるもの

5
西淀工場Ｎｏ１．２．３じん芥クレーンバケット
修繕

産業用機器 ㈱福島製作所 1,869,000 平成25年6月27日 －
その性質又は目的が

競争入札に適しないもの



随意契約理由書 

 
 
１ 案件名称 
    住之江工場有害ガス処理設備修繕 
 
 
２ 契約の相手方 
    倉敷紡績（株） 
 
 
３ 随意契約理由 

当工場の有害ガス処理設備は、倉敷紡績（株）が独自の技術により一括責任にて

設計・施工したものであり、本修繕については、廃棄物処理設備が有する特質を理

論的・経験的に十分把握した上で行わなければならない。 
このような条件を満たすためには、当工場の有害ガス処理設備を設計・施工した

会社以外では、本修繕に対して整備技術の対応が不可能であり、既設設備と密接不

可分の関係から既存設備の使用に著しい支障をきたす恐れがあること、また、修繕

後の有害ガス処理設備の性能、作動状態等について保証することが出来ないことか

ら、本修繕に対して一貫して責任を持たせることができる業者は倉敷紡績（株）の

みである。 
 
 
４ 根拠法令 

地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号 
 
 
５ 担当部署 

環境局住之江工場 （電話番号０６－６６８１－００３５） 
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随意契約理由書 

 

１ 案件名称 

   大正工場２号ろ過式集じん器下部搬送コンベヤ緊急修繕 

 

２ 契約の相手方 

日立造船(株) 

 

３ 随意契約理由 

本修繕は、当該焼却工場の２号ろ過式集じん器下部搬送コンベヤが故障したため、緊急

的に修繕を行うものである。 

本設備は、ろ過式集じん器にて捕集した灰を搬送するもので、今回の故障により当該設

備は運転できない状態となっており、焼却炉の稼働も不可能な状況となっている。このこ

とは、ごみ処理事業の性質上、限られた施設の停止期間を超過し搬入計画に影響し、ひい

ては直接的に市民生活へ多大な影響を及ぼすことから緊急的に修繕をする必要がある。ま

た、本設備は、日立造船(株)において独自の技術により設計・製作されたものであり、修

繕については、本設備の特質を理論的、経験的に十分把握したうえで行わなければならな

い。 

このような条件を満たすためには、当該工場の本設備を施工した会社以外では、当該工

場の本設備に対する技術面の対応が出来ないことから、設備全体の性能、作動状態等につ

いて、保証することが不可能である。従って、本修繕について一貫して責任を持たせるこ

とができる業者は日立造船(株)のみである。 

 

 

４ 根拠法令 

   地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号および第５号 

 

５ 担当部署 

   環境局大正工場（電話番号 ０６－６５５３－０４６４） 
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随意契約理由書 
 
１ 案件名称 
   大正工場破砕施設剪断式破砕機刃物修繕 
 
２ 契約の相手方 
   （株）タクマ 
 
３ 随意契約理由 

        当該破砕施設は、プラントメーカである（株）タクマにおいて独自の技術により一括

責任施工で竣工したものである。 
        修繕については、破砕設備の特質を理論的、経験的に十分把握した上で行わなけれ

ばならない。 
        このような条件を満たすためには、当該破砕施設の本設備を施工した会社以外では、

本修繕に対して整備技術の対応が不可能であり、既設設備と密接不可分の関係から既

設設備の使用に著しい支障をきたす恐れがあること、また、整備後の破砕設備全体の

性能、作動状態等について保証することが出来ないことから、本修繕に対して一貫し

て責任を持たせることができる業者は（株）タクマのみである。 
 
４ 根拠法令 

地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号 
 
５ 担当部署 

環境局大正工場破砕施設 （電話番号  ０６－６５５５－２０９６）） 
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随意契約理由書 

 
１ 案件名称 
西淀工場Ｎｏ１．２．３じん芥クレーンバケット修繕 
 
２ 契約の相手方 
（株）福島製作所 
 
３ 随意契約理由 
        本修繕は当工場じん芥クレーンバケットが損傷しているため、

修繕を行うものである。 
  当工場のじん芥バケットは、（株）福島製作所が独自の技術に

より一括責任にて設計・施工したものであり、本修繕について

は、じん芥バケットが有する特質を理論的・経験的に十分把握

した上で行わなければならない。 

 このような条件を満たすためには、当該工場のじん芥バケッ

トを設計・施工した会社以外では、本修繕に対して整備技術の

対応が不可能である。また、修繕後のじん芥バケットの性能、

作動状況等について保証することが出来ないことから、本修繕

に対して一貫して責任を持たせることができる業者は（株）福

島製作所のみである。 

 
 

 
４ 根拠法令 

地方自治法施行令第１６７条の２ 第１項第２号 
 
５ 担当部署 

環境局 西淀工場 （電話番号０６－６４７２－３０００） 
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